	単位操作―２１２
	往復動ポンプのストップ

（モーター駆動）
	作　成
	

	
	
	
	

	
	ポイント

	
	· 自動起動システムのあるポンプは、自動起動状態にしておくこと。

(1)

1． チェッキバルブの作動不良を予想し、流量も参考に操作すること。

2． 吐出安全弁を吹かさないよう注意のこと。

(3) ピストンが動いていないことを確認する。（モーターファン、アンペア等でも可）



	
	














②





開 始





ストローク又は回転数を下げ、負荷を最小にする





リターンラインバルブを開け、　チェッキバルブの作動を確認後吐出バルブを閉める














リターンライン不使用





モーターをストップする

















リターンライン使用























吐出バルブを閉める








冷却水を調整する





リターンライン使用





リターンライン不使用
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終了








